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研究成果の概要（和文）：ルドゥの都市・建築計画、特に『建築論』収録のテクストと図版を、「性の管理」、「労働
と共同体」、「教育・訓育」の観点から分析した。同時代の重要な比較参照項として、 ブレやルクーの建築構想、『
百科全書』の関連項目、サド、レティフ、フーリエらの生政治的建築構想、その他18世紀後半のフランスで発行された
文献の調査・分析も併せて遂行し、ルドゥの時代における「性的身体を対象とする生権力」のあり方について見取り図
を構築した。
この研究の成果を集成した博士論文「ユートピア都市の書法：クロード=ニコラ・ルドゥの建築思想」は、審査通過後
に単著として刊行予定である。

研究成果の概要（英文）：I analyzed C.N. Ledoux's architectural and urban projects, especially texts and pl
ates appeared in his book "L'architecture" from the following viewpoints; 'the control of sexuality,' 'the
 labor and the community' and 'the education and the discipline.' In comparison with Ledoux's works, I ref
erred to some of his contemporaries such as Lequeu's architectural and anatomical drawings, to the article
s of "L'encyclopedie," to the thoughts of Sade, Restif, Fourier and other texts and documents of 18th cent
ury France. Through this approach, I made a panorama of how the 'bio-power' was exercised in the field of 
body and space in the age of Ledoux. 
I clarified Ledoux's notions on space, city, architecture, body and sexuality and their relevance with the
 precedent and contemporary architects, philosophes and writers. My Ph.D thesis "The Writing of the Utopia
n City: Claude-Nicolas Ledoux's Architectural Thought," one of the fruits of this research, will be publis
hed after the defense.
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１．研究開始当初の背景 
（1）従来の研究動向と本研究の位置づけ 
 
ルドゥに関する既存の分析は、大別すると次
の三種であった。 
 一つは、ルドゥの「再発見」を行った E.
カウフマンに代表される、モダニズム建築の
先駆者という評価である。二つ目は、新古典
主義建築の文脈の中にルドゥを精緻に位置
づけ直す、主として実証的手法に基づく歴史
研究である（近年では D.ラブローによるもの
が代表的）。三つ目には、「逸脱」の部分を過
剰に評価し、時代の文脈からは乖離した特権
的な存在と見なす、主に日本の建築批評の分
野で主流だった立場（磯崎新、浅田彰ら）で
ある。 
 ルドゥの生んだ作品を同時代の文脈の中
にフラットに位置づけるアプローチでは、そ
の特異性や「同時代性」「影響関係」を超え
たインパクトが把握し難い。しかしその特異
性ばかりを強調する論法は、その畸形的な建
築構想が映し出していた時代特有の心性や
欲望を、覆い隠してしまう虞がある。 
 
 本研究の立脚する方法論は、個々の建築作
品や言説の中に、特定の時代を支配した認識
枠組の反映を見出そうとするものだ。それは、
単純に「同時代の文脈」の中に解釈の根拠を
求めるような実証主義的歴史研究とは異な
っている。彼の作品は、「建築のカラクテー
ル」や「幾何学性」といった同時代の思潮に
棹差しつつも、そこから離反する要素をも併
せもつ。本研究は、後者の側面を、単に特殊
な偏差として片付けるのではなく、むしろこ
のような「横滑り」が生まれるに至ったプロ
セスを、同時代の資料を辿りつつ解明してい
くものであり、基本的に歴史研究である。ル
ドゥ自身の文章や作品はもちろん、同時代の
建築理論、さらには自然史や物理学、美学分
野の言説が検討の対象となる。本研究はこの
点で、特定の作品（群）を自律的に完結した
ものと見なし、時代から切り離した解釈を加
える立場（例えば近年ディディ=ユベルマン
らが提唱する「アナクロニスム解釈」の立場）
とも異なる。この点で本研究は、規範からの
「離脱」の中に現れ出た、もうひとつの「時
代の特性」を明らかにするための方法論を確
立することを試みた。これは、芸術学におけ
る実証研究と理論研究の分断状況の、架け橋
ともなるはずのものである。 
 

（2）本研究の着想にいたった経緯 

 私はルドゥや同時代の建築（思想）家につ
いてのこれまでの研究で、以下の諸点を明ら
かにしてきた。 
 
・建築における「性格/特徴（カラクテール）」
概念と同時代のパラダイム：新古典主義時代
の建築論では「建築のカラクテール」という

概念がしきりに唱えられた。その含意には、
論者により多少の差異があるが、概括すれば、
「建築物の外観は、その内部構造や機能、用
途、社会的性格を正しく表さねばならない」
という当為である。18 世紀には、「カラクテ
ール」は幅広い射程を有する概念となってい
た。身分制秩序内での振舞いと内面の連関
（例えばラ・ブリュイエールの『カラクテー
ル：人さまざま』）、内的な情念の外部表出の
問題（画家ル・ブランによる情念と表情の連
関の指摘、その背景にある観相学）、あるい
は外観の徴表に基づく自然史上の分類概念
（リンネ、ビュフォン）などである。ここで
はいずれも、外部や表層における内的なもの
の発現態様、あるいは外観から不可視の内部
を読み取る作法が問われている。 
 上記の問題設定から、私はルドゥの作品
（建築計画図面、建築物、建築思想）を、同
時代の観相学や自然史の概念との関連性・通
底性においてとらえ、「モンストル（キメラ
的畸形・怪物）」、性的なメタファー性という
三つの鍵概念を導き出した。その上で、ルド
ゥの建築構想が、同時代の思惟の反映を目指
しつつも、そこから逸脱するような性質も併
せ持っていることを指摘した。 
 
・ルドゥの『建築書』に体現された都市構想
の分析：ルドゥの著作は、彼自身が設計を手
掛けた実在する王立製塩所をモデルにしつ
つ、工業生産を基盤とする理想的なコミュー
ンの計画を展開したものである。そこでは、
共同体を統治する秩序や制度が、建築意匠や
都市構造（建築物の配置関係）として体現さ
れている。この著作のテクストと収録図版を
中心とする分析を通して、私はルドゥにおい
て特徴的な要素、すなわち「宇宙創造主とし
ての建築家」というイメージ、太陽崇拝・惑
星配置と都市構造との照応関係、「視線（中
央から発せられる光線のメタファー）」によ
る支配と管理という発想、の 3点を明らかに
した。 
 上記の研究を通して、とりわけルドゥの都
市・建築構想における自然科学（自然史・生
物学）上の分類概念との通底性、また身体性
とそこに伏流する政治性を、さらに精緻に分
析する必要性を強く感じるに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 ルドゥの都市・建築構想に反映された自然
科学的概念（身体・性・類型学）とその政治
性について、次の 2点において解明する。 
 
（1）ルドゥならびに同時代の建築家たちに
よる、建築の「性格/特徴（仏：caractère）」
「類型（仏：type）」という概念と、当時の
芸術理論一般における同概念、自然科学にお
ける分類概念との連関と相違。 
（2）理想都市構想における「労働（travail）」



と「教育（éducation）」という概念が有する、
近代的なディシプリン（規律・訓練）という
側面と、同じ語がもつ性的な側面の分析。
D.A.F.ド・サドやシャルル・フーリエらによ
るユートピア構想との比較。 
 
 
３．研究の方法 
（1）一次文献の調査・読解 
・クロード=ニコラ・ルドゥの『建築論』と
そ の プ ロ ト タ イ プ で あ る 「 趣 意 書
Prospectus」。 
・ルドゥの師ジャック=フランソワ・ブロン
デル（ルドゥーの師）による『建築講義 Cours 
de l’architecture』、および彼が執筆を手掛け
た『百科全書』建築関連の項目。 
・エティエンヌ=ルイ・ブレ（ルドゥの兄弟
子、また「幾何学性」「ニュートン的宇宙観」
「ヘルメス主義」を反映させた建築構想とい
う点でもルドゥと通底）による『建築試論
L’architecture: l’essai sur l’art』。 
・その他、上記と関連する 18 世紀半ばから
19世紀前半に至るまでの建築論・都市論およ
び自然科学の言説。 
 
（2）建築案（＝図面）の調査、分析。 
 
 
４．研究成果 
 H24 年度の主な成果は、ルドゥ『建築論』
（およびそのプロトタイプである「趣意書」）
収録のテクストと図版の分析を、特に「性の
管理」、「労働と共同体」、「教育・訓育」に関
連する部分に焦点を当てて行ったことであ
る。その際に、重要な比較参照項として、ル
ドゥとほぼ同時期に「空想的」建築案と解剖
学的な人体部分を描いたルクーのドローイ
ング、この時代の思想の体現である『百科全
書』の関連項目、ルドゥと身体・性への見方
の共通するサド、レティフ、フーリエの建築
構想と「身体・性への管理」のあり方を分析
し、その相互関連性を示した。また、18世紀
後半のフランスで発行された文献の調査・分
析も併せて遂行することにより、ルドゥの時
代における「性的身体を対象とする生権力」
のあり方について、大局的な見取り図を構築
した。 
 H25年度には、ルドゥの都市構想を、性的
身体、労働する身体の管理と建築空間との連
関という点に着目し、同時代人サドやレティ
フ、また共通点の多い後代のフーリエらによ
る社会改革構想と比較しつつ、資料解釈と分
析を進めた。とりわけ、ルドゥと比較におい
て、「建築家としてのサド」という、極めて
重要ながら先行研究の乏しいテーマに関し
ては、国内の研究会およびポーランドでの国
際学会（国際美学会）において口頭発表を行
なった。 
 以上の成果として、ルドゥにおける同時代
や先行世代の建築家・思想家・文筆家たちの

影響と、そこに反映された空間、都市、建築、
身体に対する認識のあり方が明らかとなっ
た。 
 この研究の成果を集成したものが、東京大
学にH26年 3月に提出した課程博士論文「ユ
ートピア都市の書法：クロード=ニコラ・ル
ドゥの建築思想」であり、この論文は審査通
過を条件として、法政大学出版局より単著と
して刊行の予定である。 
 また、建築と同時に衣服も「身体を囲繞
する空間、被覆物」であり、身体に対する規
範意識や自意識が現れる場である。このよう
な問題意識に基づき、現代の「ファッション」
に対しても批評的アプローチを実施し、共著、
論文、口頭発表の研究成果を挙げた。 
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